
 

 

 

 

 

 

          １年間の振り返り 
                                 校長   渡邊 勝利 
身を切るような寒さが徐々に少なくなり、いつの間にか春の気配を感じる季節となりました。近隣の路

地を歩くと、梅の爽やかな香りが漂ってきます。桜の芽もよく見ると膨らみ始め、数週間先の開花のため

の準備をしているようです。春はもうすぐ手の届くところまで来ています。 

２月１２日に「第３回学校運営協議会」が開催されました。学校評価アンケートや学校自己評価システ

ムシートに基づく１年間の学校運営の振り返りや、次年度の基本的な方針に関する協議などを行いました。  

学校評価アンケートについては、教職員・保護者ともに、昨年度と比べて肯定的な評価が増えました。

教職員で肯定的な意見が 100％だったのは、「社会参加を意識した指導」「栄養・食材・食形態・食育

等に配慮した給食」「家庭や地域社会に向けた情報提供」の３項目でした。保護者で肯定的な意見が

１００%だったのは、「学校へ行くことが楽しい」「経験や人との関わりの広がり」「基本的な生活習慣」

「友だちや先生と仲良く」「子どもたちの健康に配慮」「学校からの情報提供」「学校を理解する機会の

提供」「学校と家庭の連携」の８項目でした。また、教職員で否定的な意見が 10％を超えたのは、「１２

年間を意識し連携した指導」の１項目、同様に保護者では、「情報機器を活用した工夫した授業」「安

心安全なスクールバスの運行」「災害時・非常時に備えた学校の対応」「感染症防止」「安全な医療的

ケアのシステム」「栄養・食材・食形態・食育等に配慮した給食」「近隣校との交流」の７項目でした。 

学校自己評価システムシートについては、委員のみなさんからたくさんのご意見をいただきました。

「12年間の成長を意識し、学校全体で校内研修に組織的に取り組む必要性がある。」「児童生徒の気

を付けるべきところをしっかり引き継いでいく必要がある。」「交流及び共同学習の周知があまり知らされ

ていないので、ＰＲの必要性がある。」「有事の際の地域との連携が必要。状況によっては授業中で児童

生徒が学校に残っている場合がある。」など様々です。ご指摘のあった点は真摯に受けとめ、教職員で話

し合い、改善の視点とさせていただきます。詳細は３月末までにＨＰに掲載しますので、ご覧ください。 

今年度の学校運営協議会のテーマは、「他者との関わりを大切にする児童生徒の育成のため、学校・

家庭・地域で連携してできる取組について」です。他者との関わりに関する取り組みとして、協議終了後

に、委員の皆様と児童・生徒との交流給食を行いました。他者との関わりにおいては、相手を知り、思いを

共有し、一緒に行動することが大切です。短い時間でしたが、同じ場で時をともに過ごし、交流することが

でき、有意義な時間となりました。大切なのは続けることです。来年度も具体的な取組を考え、実行してい

きたいと思います。 

令和７年度も最後の月となりました。「夢と希望をもち、自らの力を発揮し、共に生きる子どもを育て

る」を学校教育目標に掲げ、１年間教育活動を行ってきました。年度当初の４月号で「尽」という言葉に

ついて話をしました。「尽くす」は、持っている力や資源を全て使い、全力で対応するという意味です。目標

に向けてありったけの力でベストを尽くす。そんな気持ちを胸に抱き、着任したのをよく覚えています。  

日本のペスタロッチと呼ばれた教師で東井義雄さんという方がいました。生涯、子どもの側に寄り添っ

た教育を続けた人物で、次のような言葉を残しています。 

「太陽は夜が明けるのを待って昇るのではない。太陽が昇るから夜が明けるのだ」  

この精神を忘れずに、来年度も教職員一同、子どもたちに寄り添い、励まし、サポートしていきます。こ

の１年間、保護者、地域の皆様から頂いた多くのご支援とご協力に感謝申し上げます。来年度も何卒宜

しくお願い申し上げます。 
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